
 

 

 

 

 

 

 

 

新
元
号
は 

？

み
な
さ
ん
総
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

東
町
ニ
ュ
ー
ス

三
月
半
ば
ミ
モ
ザ
が
咲
き
ま
し
た
。
早
咲
き
の
枝

垂
桜
が
20
日
ご
ろ
。
山
吹
も
咲
き
、
真
っ
白
な
コ

ブ
シ
が
き
れ
い
で
す
。
開
園
５
年
目

の
宮
本
小
路
公
園
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
手
で
、
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ

ス
や
ル
ピ
ナ
ス
が
見
事
に
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
三
月
末
、
枝
垂
れ
桜
も

し
っ
か
り
開
花
。
竹
林
に
は
も
う
盗

掘
除
け
の
オ
レ
ン
ジ
の
シ
ー
ト
が
。 

◎
三
月

20
日
第

67
回
三
中
学
卒
業
式
。
男
女

55
名
ず
つ11

0

名
が
卒
業
。
校
長
式
辞
は
「
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
欲
し
い
。
仲
間
を

信
じ
、
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
」
。
毎
年
の
こ
と
で

す
が
、
粛
々
と
、
素
晴
ら
し
い
合
唱
の
式
で
し
た
。 

◎
三
月

25
日
、
第
四
小
、
本
宿
小
卒
業
式
。
第

四
小
学
校

50
名
卒
業
。
校
長
か
ら
証
書
と
共
に

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
が
贈
ら
れ
る
。
着
物
６
名
。
本
宿
小

は
49
名
卒
業
。
男
子
が
女
子
の
倍
、
で
も
仲
の
良

い
学
年
で
し
た
。
し
っ
か
り
し
て
品
の
良
い
卒
業

生
。
５
年
生
の
立
派
だ
っ
た
こ
と
！
。
四
月
か
ら

最
高
学
年
に
な
る
気
構
え
を
感
じ
ま
し
た
。
卒
業

生
を
演
奏
で
送
り
出
し
た
後
、
父
母
席
か
ら
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
着
物
が
２
名
、
セ
ー
タ
ー
の

男
子
も
。
男
女
と
も
ブ
レ
ザ
ー
姿
が
主
流
で
す
。 
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◆
東
部
福
祉
の
会
総
会

四
月

19
日(

金
）
14
時
～ 

本
町
コ
ミ
セ
ン 

◆
青
少
協
本
宿
地
区
委
員
会
総
会

四
月

20
日

10
時
～ 

 

本
宿
小
集
会
室 

◆
つ
ど
い
「 

地
域
の
諸
問
題
」 

四
月

22
日

19
時
～ 

 
 

 

九
浦
の
家

◆
東
部
防
災
会
総
会 

五
月

19
日

10
時
～ 

   

本
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 予告 

   2019（平成31）年度 住民総会と講演 

  ４月２０日（土） 

   講演  午後２時～ 田崎悦子さん 
 「東町から世界に羽ばたくピアニスト」

総会  午後３時～４時 

2018年度事業報告・会計報告 
2019年度事業計画案・予算案 
役員・運営委員・監事承認 

お
し
ら
せ 

九
浦
の
印
刷
機
の
印
刷
費
（
版
代
）
を

四
月
１
日
か
ら
改
定
し
ま
し
た
。 

・
旧
料
金

一
版
毎
に
印
刷500

枚
ま
で200

円
、 

以
降500

枚
ご
と
に100

円
追
加

・新
料
金

   

版
代
：
一
版
に
つ
き50

円 
   

イ
ン
ク
代
：500

枚
ま
で300

円

以
降2000

枚
ま
で
は500

枚
増
え
る
ご
と

   

に100

円
追
加

   2001

枚
か
ら
は
料
金
切
り
替
え
。 

   2001

～2500

枚
は800

円
、
以
降500

枚

増
え
る
ご
と
に200

円
追
加

九
浦
の
家
の
紙
を
購
入
す
る
際
の
代
金

（
A4
一
枚
１
円
、
A3
一
枚

1.2 
円
）は
変
更
な
し 

印
刷
機
導
入
は
20
年
前
で
し
た
。
以
後
、

沢
山
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、 

ト
ナ
ー
代
、
原
紙
代
の
赤
字

が
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

田
崎
悦
子
さ
ん
は
、
東
町
二
丁
目
出
身
。 

二
丁
目
に
は
、
大
正
、
昭
和
初
期
か
ら
軍

人
さ
ん
や
大
手
企
業
の
方
、
学
者
さ
ん
な

ど
の
大
き
な
お
家
が
あ
り
ピ
ア
ノ
の
音
も

聞
こ
え
、
憧
れ
た
と
い
う
人
も
。
こ
う
し
た

お
宅
の
か
な
り
の
数
が
、
戦
後
米
軍
に
接

収
さ
れ
て
い
た
歴
史
も
東
町
に
は
あ
り
ま

す
。
疎
開
か
ら
は
帰
っ
て
き
て
も
、
戦
後
十

年
は
ま
だ
世
の
中
全
体
余
裕
が
な
く
、
今

の
よ
う
に
子
供
の
お
稽
古
事
が
で
き
る
環

境
で
は
な
く
、
ピ
ア
ノ
は
先
生
の
と
こ
ろ
で

弾
き
、
お
う
ち
で
は
紙
鍵
盤
で
指
使
い
の
練

習
を
し
た
と
い
う
人
も
多
い
で
す
。 

  

田
崎
さ
ん
は
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
ピ
ア
ノ
を

始
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
早
く
才
能
を

開
花
さ
せ
、
小
学
校
６
年
で
全
日
本
学
生

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。
創
立
間
も
な
い
桐

朋
女
子
高
等
学
校
音
楽
科
で
学
び
、
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
で1

9
6
0

年
渡
米
し
て

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
に
進
み
ま
す
。
ま
だ

１
㌦3

6
0

円
時
代
。
若
い
女
性
が
単
身
留

学
す
る
の
は
ま
れ
で
し
た
。
シ
カ
ゴ
響
の
指
揮

者
ゲ
オ
ル
グ
・シ
ョ
ル
テ
ィ
に
評
価
さ
れ
、
公

演
に
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
。
以
降
約

30

年
間
米
国
中
心
に
活
動
し
90
年
ご
ろ
か

ら
拠
点
を
日
本
に
。
八
ヶ
岳
や
奈
良
で
ピ

ア
ノ
合
宿
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
「 

地
域

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
悦
子
の
部
屋
」と
は
？
。 

ソメイヨシノの古木の跡継ぎに、２本枝垂れ桜の苗を
植えました。右 大漁桜（一重淡紅） 左 紅華(八重
紅）  お楽しみは１５年後？



街づくりができるのは、そこで生活生活生活する私たちでする私たちでする私たちですすす。。。 

◎
十
二
月

15
日
、
三
中
防
災
訓
練
を
東
部
防
災

会
の
協
力
で
。
生
徒

88
先
生
７
名
、
全
体
で122

名
の
参
加
。
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
一
度
の
経
験

で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
役
に
立
つ
。

◎
十
二
月

10
日
、
今
年
念
願
の
優
勝
を
遂
げ
た

野
球
チ
ー
ム
本
宿
シ
ル
バ
ー
ス
ワ
ロ
ー
ズ
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

◎
本
宿
小
の
兎
の
シ
ョ
コ
ラ
、
長
命
で
人
気
者
で

し
た
が
一
月
８
日
冬
休
み
中
に
死
に
ま
し
た
。 

◎
三
月

21
日
、
三
中
吹
奏
楽
部
の
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
。
卒
業
し
た
３
年
生
と
の
最
後
の
演

奏
に150

人
来
場
。
嵐
メ
ド
レ
ー
で
弾
け
る
。

◎
二
月

22
・

23
日
、
本
宿
小
は
と
の
子
作
品

展
。
お
馴
染
み
の
６
年
生
の
「
イ
イ
・
イ
ス
」
が

「
一
枚
の
板
か
ら
」
に
代
り
ま
し
た
。
舞
台
上
の

い
ろ
ん
な
形
に
ア
ル
ミ
箔
を
巻
き
つ
け
た
６
年
生

の
オ
ブ
ジ
ェ
群
が
目
を
ひ
き
ま
し
た
。

◎
一
月
８
日
、
四
小
恒
例
の
ど
ん
ど
焼
き
に360

余
人
。PTA

・
福
祉
の
会
は
じ
め
、
消
防
署
、
分

団
ま
で
、
諸
団
体
の
協
力
で
無
事
終
了
。

◎
二
月

15
日
、

20
日
の
２
回
に
わ
た
り
三
中
１

年
生
の
進
路
学
習
の
一
環
「

働
く
人
の
話
を
聞

く
会
」
は
、
二
丁
目
の
笹
隈
造
園
笹
隈
賢
次
さ
ん

と
、
み
す
ず
建
設
社
長
宮
下
真
一
さ
ん
が
講
師
に
。 

◎
ロ
ジ
ャ
ー
ス
移
転
で
す
！
。
ダ
イ
ヤ
街
ロ
ー
ソ

ン
跡
へ
。

◎
宮
本
小
路
の
立
体
駐
車
場
跡
地
、
三
月
末
、
戸

建
て
住
宅
の
工
事
始
ま
る
。

◎
本
宿
小
学
校
南
の
高
架
下
、
本
宿
コ
ミ
セ
ン
東

に
、
待
望
の
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
。
定
員
５

名
。
市
内
稲
垣
グ
ル
ー
プ
の
経
営
。
認
証
保
育
園

「
キ
ッ
ズ
い
な
が
き
保
育
園
吉
祥
寺
」
定
員

40

名
に
併
設
で
す
。
稲
荷
通
り
は
そ
れ
な
り
の
交
通

量
で
す
が
、
園
の
入
り
口
は
ほ
と
ん
ど
車
が
通
ら

な
い
高
架
沿
い
の
道
に
面
し
て
い
ま
す
。

◎
三
月
上
旬
、
平
井
医
院
跡
地
を
ハ
ク
ビ
シ
ン
が

ゆ
っ
く
り
と
北
へ
。

昨
年
十
二
月

11
日
、
第
二
回
「
東
町
一
丁

目
市
有
地
の
利
活
用
を
考
え
よ
う
」（ 

市
総
合

政
策
部
資
産
活
用
課
）を
九
浦
の
家
で
行
い
、

雨
の
中

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
で
は
な
ん

ら
か
の
福
祉
機
能
と
の
複
合
化
、
多
機
能
化
を

考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
市
は
、
参
考
施
設
例
を
複
数
示
し
、
こ

の
地
域
で
は
何
が
望
ま
れ
て
い
る
か
を
、
旗
揚

式
で
ア
ン
ケ
ー
ト
し
ま
し
た
。

参
考
例
と
し
て
「 

北
町
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
・み

ず
き
っ
こ
」「 

ナ
ー
ス
ケ
ア
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
（看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）」「 

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ご
み
方
南
」「
す
く
す
く
泉
」「 

テ
ン

ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
く
る
み
の
木
」「
マ
ギ
ー
ズ
東

京
」「
喫
茶
ラ
ン
ド
リ
ー
」が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
い
く
つ
か
の
施
設
に
つ
い
て
は
見
学
会
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

全
体
で
意
見
交
換
し
た
後
、
５
グ
ル
ー
プ
で
施

設
空
間
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
使
い
か
た
を
検

討
、
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
盛
り
沢
山
の

テ
ー
マ
の
検
討
を
２
時
間
で
行
い
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
使
い
方
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
の
作
業

課
程
と
思

っ
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
日
の
成
果
物
（
各
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ

図
と
望
ま
し
い
運
営
主
体
）は
担
当
課
で
さ
ら

に
検
討
し
、
次
回
五
月

19
日
の
第
３
回
目
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
絞
ら
れ
た
選
択
肢
が
示
さ

れ
る
よ
う
で
す
。 

 

あ
く
ま
で
地
域
で
の
福
祉
的
施
設
や
活
動
へ
の

要
望
を
市
が
汲
み
取
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
地
域
要
望
が
ま
と
ま
れ
ば
即
ち
実
現
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

市
は
公
民
連
携
（ P

P
P

）方
式
で
今
回
の
計
画

を
行
う
予
定
で
す
。 

ど
の
グ
ー
ル
ー
プ
か
ら
も
、
中
心
福
祉
施
設

の
他
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
共

用
ス
ペ
ー
ス
の
希
望
が
出
て
い
ま
す
。 

 

担
当
課
発
行
の
「  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
」 

に
よ
れ
ば
、
感
想
カ
ー
ド
に
は
、
集
約
の
難
し
さ

を
あ
げ
つ
つ
も
「 

地
元
の
人
々
の
居
場
所
、
集

う
空
間
を
残
し
て
欲
し
い
」な
ど
、
テ
ー
マ
に
関

す
る
物
の
他
に
「 

違
う
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
気
づ
い

た
り
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
た
り
話
し
た

り
で
楽
し
か
っ
た
」「 

も
っ
と
懇
談
の
機
会
が
あ

れ
ば
」と
か
、
「 

見
学
が
強
烈
な
印
象
。
知
ら
な

い
内
容
の
施
設
も
あ
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」な
ど
、

地
域
を
考
え
る
良
い
機
会
で
も
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
ま
す
。 

建
物
・運
営
・資
金
な
ど
制
約
を
踏
ま
え
、
今

後
市
は
ど
ん
な
現
実
的
な
プ
ラ
ン
を
、
次
回
五

月
に
提
示
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

各
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
図
が
載
っ
た
担
当
課

発
行
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
九
浦
の
家

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

三
月
７
日

19
時
か
ら
公
会
堂
で
公
募
外
の

団
体
の
方
な
ど
対
象
の
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、
14
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
賑
や
か
に
お
餅
つ
き

一
月

27
日450

名
が
参
加
、
食
べ
る
の
も
搗
く

の
も
楽
し
み
ま
し
た
。
若
い
搗
き
手
が
欲
し
い
。 

東
町
一
丁
目
（
平
井
医
院
跡

地 
プ
ラ
ス
後
地
） 

の
使
い
方

写真 

↑ 搗き手として奮闘してくれた若者に、打ち上げ反省
会では大感謝の主催者。         期待する次の
世代のシルバースワローズに、搗き方のコーチ    → 



  

街づくりができるのは、そこで生活生活生活    する私たちでする私たちでする私たちですすす。。。 
四
月
一
日
か
ら

ゴ
ミ
の

収
集
日
が
変
わ
り
ま
し
た

ゴ
ミ
収
集
車
の
効
率
化
や
環
境
負
荷
の
削
減

が
目
的
で
す
。
生
ゴ
ミ
ほ
か
燃
や
す
ゴ
ミ
、
古

紙
、
プ
ラ
製
容
器
包
装
回
収
以
外
は
、
回
数
が

減
り
ま
す
。
一
層
の
減
量
、
カ
サ
減
ら
し
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

31
年
度
版
の
ゴ
ミ
と
資
源
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
（東
町
地
区
一
年
分
）が
、
三
月

15
日
に

各
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

変
更

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
透
明
、

半
透
明
の
袋
）
毎
週
金
曜

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

隔
週
の
火
曜 

 
 

 

四
月
は
第
二
・
第
四
火
曜

五
月
六
月
は 

第
一
・
第
三
火
曜 

七
月
は
第
一
・
第
三
・
第
五

八

九

十
月
は
、
第
二
・
第
四
…
と
複
雑

び
ん
・缶

危
険
有
害
ゴ
ミ
（
赤
い
袋
）

隔
週
の
火
曜 

四
月
は
第
一
・
第
三
・
第
五
火
曜 

五
月
は
第
二
・
第
四
火
曜

六
月
、
七
月
は
第
二
・
第
四

八
月
、
九
月
は
第
一
・
第
三
…
と
複
雑

燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ
（
緑
の
袋
） 

隔
週
の
水
曜 

四
月
は
第
一
・
第
三 

五
月
は
第
一
・
第
三
・
第
五
水
曜 

六
月
、
七
月
は
第
二
・
第
四

八
月
、
九
月
は
第
一
・
第
三
…
と
複
雑

第
一
火
曜
、
と
か
第
二
水
曜
と
が
が
解
り
や

す
い
の
で
す
が
、
第
五
週
が
あ
る
月
で
ず
れ
る
の

で
、
生
活
感
覚
上
は
複
雑
で
、
し
ば
ら
く
混
乱

し
そ
う
で
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
外
国
語
説
明
は
、

英
・中
・韓
。 

配
布
さ
れ
た
「 

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
確
認
す

る
か
、
武
蔵
野
市
ゴ
ミ
ア
プ
リ
で
確
認
を
。

カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
色
違
い
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
み

よ
う
と
い
う
方
も
い
ま
す
。 

従
来
通
り 

燃
や
す
ゴ
ミ
（
緑
の
袋
） 

毎
週 
月
曜
・
木
曜 

古
紙
・リ
サ
イ
ク
ル
古
着

毎
週

火
曜

  

外
環
の
い
ま 

本
線
・
地
上
部
街
路

◇
外
環
本
線
に
つ
き
、
一
月

12
日
・
17
日
本

宿
小
で
、
大
泉
か
ら
の
工
事
説
明
会
を
開
催
。 

①
一
月

26
日
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
発
進
式
を
行

い
、
一
年
ほ
ど
か
け
大
泉
街
道
ま
で
初
期
掘
進

し
、
２
年
後
に
は
青
梅
街
道
ま
で
進
む
予
定
。 

②
緊
急
避
難
計
画
は
、
「 

緊
急
時
」と
は
「 

ト
ン

ネ
ル
内
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
時
」で
、 

こ
れ
以
外
の
事
象
は
考
え
て
い
な
い
。
緊
急
時
に 

は
、
広
報
車
と
戸
別
訪
問
で
お
知
ら
せ
を
す
る
。 

③
問
題
に
な
っ
た
気
泡
シ
ー
ル
ド
工
法
を
添
加

材
・圧
力
調
整
し
つ
つ
武
蔵
野
部
分
で
も
使
う
。 

工
事
契
約
は
21
年
三
月
ま
で
で
す
が
延
長

さ
れ
る
見
通
し
だ
そ
う
で
す
。 

◇
二
月

16
日
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（本
宿
小
）で

は
、
パ
ネ
ル
展
示
と
個
別
説
明
会
の
後
、
懇
談

会
形
式
の
質
問
会
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
内
事
故
時
の
避
難
（横
連
絡
坑
の
場
所
）

に
つ
い
て
は
検
討
中
。
東
町
の
交
通
問
題
は
認

識
し
て
い
る
が
具
体
的
に
は
何
も
し
て
い
な
い
。 

世
田
谷
か
ら
の
マ
シ
ン
２
基
は
二
月

19
日
に

出
発
式
。
国
土
交
通
大
臣
や
都
知
事
も
立
ち

会
う
。
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
す
で
に
民
家
の
下
に

入
り
、
三
月

11
日
に
「 

雁
追
い
橋
」を
通
過
。

成
城
三
丁
目
に
四
月
８
日
頃
到
達
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。 

練
馬
外
環
の
２
（地
上
部
道
路
）の
前
原
以

南
、
新
青
梅
街
道
か
ら
千
川
通
り
ま
で790

m

が
昨
年
十
二
月

25
日
事
業
認
可
さ
れ
た
。 

◇
「 

地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
し
合
い
の
会
」

の
「 

中
間
ま
と
め
」は
、
24
回
分
の
議
事
録
か

ら
、
住
民
構
成
員
の
意
見
を
抜
き
出
す
作
業

を

29
回
の
作
業
部
会
で
ほ
ぼ
終
え
、
31
年
二

月
８
日
の
編
集
会
議
（住
民
構
成
員
）で
提
示
、

検
討
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
一
月

25
日
、
武
蔵
野
地
区
外
環
問
題
協
議

会
（本
宿
、
南
、
吉
祥
寺
東
の
３
コ
ミ
セ
ン
ネ
ッ

ト
）が
学
習
会
で
、
調
布
市
在
住
の
菊
池
春
代

さ
ん
を
講
師
に
、
野
川
に
気
泡
が
発
生
し
た
シ
ー

ル
ド
工
法
の
問
題
に
つ
き
、
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。 

◇
一
月

30
日
、
市
議
会
外
環
道
路
特
別
委
会

員
の
大
泉
工
事
現
場
見
学
に
、
住
民
８
名
も
同

行
さ
せ
て
貰
え
ま
し
た
。
「 

マ
シ
ン
の
余
り
の
巨

大
さ
に
、
こ
れ
が
地
下
を
行
く
と
思
う
と
不
安

に
な
り
ま
し
た
」と
見
学
に
参
加
し
た
方
。 

◎
昭
和

60
年
開
店
以
来

33
年
間
、
洒
落
た
店
が

ま
え
の
五
日
市
街
道
「
家
具
の
富
士
」
が
、
三
月

24
日
で
閉
店
し
ま
し
た
。

◎
オ
リ
ジ
ン
の
西
側
に
殖
産
ベ
ス
ト
ホ
ー
ム
社
屋

工
事
中
。
今
年
の
夏
オ
ー
プ
ン
予
定
。

◎
五
日
市
街
道
サ
ン
ロ
ー
ド
入
り
口
近
く
の
「
い

け
す
」
「
大
網
」
。

08
年
五
月
閉
店
で
す
か
ら

十
年
以
上
空
き
家
で
し
た
。
十
二
月

か
ら
解
体
工
事
、
三
月
末
解
体
済
み
で

す
。
北
に
大
き
く
青
空
が
。 

◎
隣
の
保
護
犬
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
、
一
月
閉
店
。

24
日
に
最
後
の
ワ

ン
ち
ゃ
ん
達
を
搬
出
。

◎

隣

の

ピ

ザ

店

跡

は
「
パ

ン

ダ

君
」
。
雑
貨
と
手
作
り
雑
貨
な
ど
の

展
示
ケ
ー
ス
（
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ
ク

ス
）
が
あ
り
、
販
売
は
お
店
が
代
行

す
る
シ
ス
テ
ム
。
一
階
は
タ
ピ
オ
カ
。
三
月
９
日

開
店
。

◎
う
ぐ
い
す
小
路
入
り
口
韓
国
料
理
ハ
ル
、
昨
年

末
に
閉
店
、
三
月
３
日
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
「
シ
タ
ー
ル
」
に
。

◎
カ
フ
ェ
ゼ
ノ
ン
入
口
の
男
性
カ
ジ
ュ
ア
ル
店

が
、
眼
鏡
の
「salon Optics

」
に
。

◎
女
子
大
通
り
ド
ー
ナ
ッ
ツ
プ
ラ
ン
ト
吉
祥
寺
店
兼

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
一
月
30
日
閉
店
。

◎
今
年
の
一
月

24

日
青
少
協
の
バ
ス
研
修
は
、
本

宿
小
４
年
生
プ
レ
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
宿
泊
施
設
見

学
と
忍
野
八
海
。
一
月
は
休
館
中
の
た
め
お
風
呂
場

ま
で
見
学
で
き
ま
し
た
。 

◎
十
一
月

25

日
、
子
ど
も
を
守
る
家
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
守
る
家

44
軒
、
親
子
参
加2

7
0

名
近

く
。
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
に
は3

32

名
が
参
加
。
パ

ン
食
い
競
争
が
復
活
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

の
中
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
に
呼
び
か
け
た
ら
、
中
学

生
７
高
校
生
１
計
８
名
が
、
会
場
整
備
や
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
受
け
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

1月のつどいで、4月からのごみ収集の勉強。環境負荷
の削減（減量、回収車の効率化）など理由は納得。 
でも、間違えそうだなあ。参加者が多いつどいでした。 



ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
タ
イ
編

タ
イ
の
今
を
知
る
４ 

 
 

十
二
月
８
日

デ
ル
タ
国
家
タ
イ
の
経
済
と
、
変
わ
る

日
本
と
の
関
係

大
泉
啓
一
郎
東
大
大
学

院
経
済
研
究
科
非
常
勤

講
師
（所
属
日
本
総
研
）

コ
メ
の
輸
出
国
か
ら
工
業

国
へ、IM

F

を
乗
り
越
え
経
済
発
展
は
目
覚
し
い
。

日
本
企
業
工
業
団
地
が
洪
水
被
害
に
あ
っ
た
の

も
記
憶
に
新
し
い
が
、
今
後
の
日
本
と
の
関
係
、

タ
イ
経
済
の
展
望
を

経
済
に
詳
し
い
大
泉
先
生

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

30
年
前
学
生
の
頃
見
た
バ
ン
コ
ク
は
、
東
京
と
変

わ
ら
な
い
都
会
を
感
じ
、
決
し
て
貧
し
い
国
で
は

な
い
と
思
っ
た
。
元
は
と
言
え
ば
川
に
か
こ
ま
れ

た
デ
ル
タ
地
帯
の
ア
ユ
タ
ヤ
に
人
が
住
み
始
め
、
稲

作
で
次
第
に
人
口
が
増
え
、
周
辺
の
外
国
人
も

住
む
よ
う
に
な
り
、
貿
易
の
町
と
し
て
も
周
辺
国

と
同
化
し
な
が
ら
徐
々
に
栄
え
て
き
た
。
王
様
は

外
国
人
の
使
い
方
が
上
手
く
、
華
僑
の
同
化
が
進

み
、1980

年
代
後
半
か
ら
は
タ
イ
人
は
商
売
だ
け

で
生
き
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
盛
ん
な
貿

易
で
工
業
製
品
を
外
国
企
業
に
来
て
も
ら
っ
て
海

外
に
売
り
、
企
業
が
た
く
さ
ん
で
き
て
国
際
化
も

進
む
。
家
電
企
業
は
全
部
海
外
、
特
に
日
本
の
力

は
大
き
か
っ
た
。
日
本
企
業
で
80
万
人
以
上
の
タ

イ
人
が
働
き
、
日
本
人
町
が
で
き
、
日
本
料
理
店

も
増
え
て
い
っ
た
。 

  

し
か
し
、
現
在
の
タ
イ
で
は
子
供
の
数
が
減
り
続

け
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
が
や
っ
て
来
て
い
る
。
労

働
力
不
足
の
た
め
近
隣
諸
国
か
ら
の
人
の
流
入

は
止
め
ら
れ
な
い
。
結
果
、
不
法
労
働
者
が
多

く
、
タ
イ
語
が
通
じ
な
い
と
い
う
問
題
も
生
じ

た
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
社
会
の
格
差
は
大
き
く
な

る
一
方
で
、
こ
の
ま
ま
タ
イ
の
成
長
が
続
く
か
と

い
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
産
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
が
あ
っ
て
も
全
て
は
解
決
で
き
な
い
。 

高
度
成
長
に
乗
れ
な
か
っ
た
農
村
部
は
こ
れ
か

ら
先
ど
う
な
る
か
。
選
挙
は
ど
う
な
る
か
。
こ
れ

か
ら
観
光
資
源
に
頼
れ
る
か
？
プ
ミ
ポ
ン
国
王
亡

き
後
、
こ
れ
か
ら
先
も
国
王
は
実
権
を
握
れ
る
の

か
？

タ
イ
編
タ
イ
の
今
を
知
る
５ 

二
月
２
日

日
タ
イ
関
係
の
歴
史
と
今
後
の
展
望

柿
崎
一
郎
横
浜
市
立
大
学
教
授

日
タ
イ
の
関
係
は
最
近
台
湾
で
み
つ
か
っ
た
資
料

に
よ
り
六
百
年
前
ま
で
は
遡
れ
る
。
そ
の
初
期
、

琉
球
の
中
継
交
易
の
繁
栄
（朝
貢
船
）。
朱
印
船

貿
易
の
時
代
に
日
本
人
町
の
出
現
、
山
田
長
政

（1512
年
渡
タ
イ
）の
時
代
。
日
本
人
街
に
は
五

百
人
ほ
ど
住
み
、
傭
兵
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
。
こ

れ
が
、
鎖
国
で
日
本
人
町
は
終
焉
す
る
。
以
後
物

品
は
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
の
船
の
み
。
唐
船
に
ア
ユ
ッ

タ
ヤ
ー
船
が
紛
れ
込
む
。
赤
い
染
料
、
鹿
や
サ
メ

の
皮
が
運
ば
れ
た
。

 

日
本
の
影
響
力
の
拡
大
は
、
日
タ
イ
間
の
外
交

関
係
樹
立
に
よ
る
。
修
好
条
約
締
結
方
ニ
関
ス
ル

日
暹
宣
言
書
（1887

）。
稲
垣
満
次
郎
（初
代
タ

イ
国
駐
在
公
使
）の
尽
力
が
あ
る
。 

タ
イ
の
チ
ャ
ッ
ク
リ
ー
改
革
は
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー

ン
大
王
に
よ
る
近
代
化
の
た
め
の
改
革
で
、
お
雇

い
外
国
人
と
し
て
、
法
律
顧
問
の
（政
尾
藤
吉
）・

養
蚕
の
奨
励
（外
山
亀
太
郎
）・女
子
教
育
の
開

始
（安
井
て
つ
）な
ど
が
活
躍
し
た
。 

世
界
大
戦
時
の
タ
イ
は
日
本
軍
の
防
衛
拠
点
化

さ
れ
た
。
日
本
は
タ
イ
か
ら
撤
退
し
た
が
、
そ
の

後1952

年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
関
係
が
復
活
す

る
。
以
下
現
代
の
多
様
な
文
化
面
も
含
め
た

双
方
向
の
日
タ
イ
関
係
に
。 

５
年
間
暫
定
政
権
、
総
選
挙
で
民
政
復
帰

な
る
か
。 

柿
崎
さ
ん
２
度
目
の
登
壇
で
す
。
第
２
次
大
戦

も
含
め
、
日
タ
イ
の
長
い
歴
史
と
、
今
日
の
経
済

関
係
を
、
分
り
や
す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

記
録
は
九
浦
の
家
に
あ
り
ま
す
。

つ
ど
い 

へ 

ど
う
ぞ

十
一
月
22
日
（木
） 

「 

『 

平
和
』あ
な
た
の
戦
時
・戦
後
体
験
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
」  

防
空
訓
練 

防
空
壕 

灯
火

管
制 

天
水
桶 

戦
中
の
遠
足 

代
用
教
員
な
ど
。

当
時
東
町
で
小
学
生
だ
っ
た
小
峰
光
弘
さ
ん
作
道

清
行
さ
ん
が
進
行 

十
二
月
20
日(

木
） 

「  

平
成
最
後
の
歳
末
に
あ
た
り
…
」 

一
月
24
日(

木
） 

ゴ
ミ
の
分
別
（小
型
家
電
含
む
）と
収
集
日
に
つ

い
て 

 
 

説
明
：ゴ
ミ
総
合
対
策
課 

二
月
25
日
（月
） 

「 

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
に
つ
い
て
」 

説
明
：企
画
調
整
課

三
月

26
日
（火
） 

「
市
文
化
振
興
基
本
方
針
に
つ
い
て
」 

説
明:

市

民
活
動
推
進
課 

(

公
財)

武
蔵

野
文
化
事
業
団

写
真
下

一
月
以
降
は
、
市
の
施
策
の
勉

強
会
が
続
き
ま
し
た
。
資
料
は
コ

ミ
セ
ン
に
あ
り
ま
す
。 

「 

ま
ち
企
画
」で

「 

エ
コ
プ
ラ
ザ
（仮
称
）の
整
備
に
向
け
た
市
の
基

本
的
な
考
え
方
（案
）
に
つ
い
て 

十
一
月

12
日
、
環
境
政
策
課
に
よ
る
説
明
と
質

疑
応
答 

写
真
下

「 

東
町
の
緑
を
見
て
歩
こ
う
」
一
丁
目

三
月

23
日
午
前
、
行
程
１
時
間

「 

ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
い
っ
て
み
よ
う
。

三
月

24
日

10
時

現
地
集
合 

「吉
祥
寺
東
落
語
会
」 

一
月

22
日

春
風
亭
三
朝
さ
ん
。
こ
の
日
は
「 

二
番
煎
じ
」と

「
た
ら
ち
め
」で
し
た
。 

▼
九
浦
主
催
教
室
の
う
ち
、
森
先

生
指
導
の
「 

囲
碁
基
礎
講
座
」

は
、
四
月
新
年
度
募
集
か
ら
、
級

位
者
対
象

第
１
・第
３
水
曜
日
と

な
り
ま
す
。 

▼
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」自
主
事
業
に
。 

▼
今
年
も
一
月
５
日
臨
時
運
営
委
員
会
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「 

自
己
点
検
評
価
表
」に
つ
い

て
協
議
、
自
己
評
価
し
ま
し
た
。  

▼
ホ
ー
ル
の
カ
ー
テ
ン
を
補
修
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し

ま
し
た
。 

▼
二
月
中
に
、
九
浦
の
自
転
車
置
き
場
で
、
自
転

車
の
鍵
に
対
す
る
悪
質
な
い
た
ず
ら
２
回
。 

▼
高
田
昭
彦
成
蹊
大
学
名
誉
教
授
よ
り
「 

公
民

館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」い
た
だ
く
。 

▼
日
大
理
工
学
部
大
学
院
佐
藤
光
彦
教
授
、
院

生
２
人
と
一
月
８
日
コ
ミ
セ
ン
建
築
調
査
で
来
館
。 

▼
吉
祥
寺
図
書
館
か
ら
絵
本

30
冊
も
ら
う
。 

▼
今
岡
准
子
さ
ん
退
任
、
髙
木
凱
生
、
菅
原
咲

良
さ
ん
新
窓
口
担
当
運
営
委
員
に
。 

▼
六
月
２
日
予
定
の
フ
リ
マ
で
出
す
、
廃
油
利
用

の
石
鹸
を
作
る
た
め
、
使
用
済
み
の
食
用
油
を
集

め
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
割
れ
な
い
容
器
で
お

も
ち
く
だ
さ
い
。
油
は
ず
っ
と
集
め
ま
す
。 

▼
お
詫
び

40
年
誌
発
行
で
力
尽
き
、
十
二
月

以
降
広
報
担
当
が
３
人
体
調
を
崩
し
、
九
浦
の

家
だ
よ
り
新
年
号
を
休
み
ま
し
た
。 
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